
2020年度 法人事業報告                    

１．コロナ感染症対策について
一昨年末に中国で広がった感染は全く間に世界中に拡散し、感染者は世界で   

1 億 1378 万人（1.5％）日本で 43 万人、死亡者は 253 万人（感染者の 2.2％）日

本で 7,900人（感染者の 1.8％）になりました。

政府の PCR検査なし、GoToキャンペーンなどのチグハグな対策で感染が拡大し、

医療崩壊や多くの生活苦を招きました。

法人としては、全施設の職員・利用者に基本的な感染防止対策をお願いすると共に、

その対策費用の申請を促し、職員の休業補償等の対応をしました。

更に、毎月の施設長会で、それぞれの取組み状況を報告しあい。相互に改善に努め

ました。

2月に行った全職員の振り返り研修の報告書でも、法人のお願いが理解され、利用

者、職員の感染予防のため職員の皆さんが協力し合ってもらえたことがよくわかり

ました。その結果として、法人全体で、感染された人（疑いのある人）はいません

でした。

２． 新規事業の取組みについて

１） 東京都のソーシャルファームについて都主催の説明会等に参加し、検討を進め

て来ましたが、産廃等の新規事業の具体化の目途が立たず、2020年度内の申請

に至りませんでした。改めて 2021年度に申請すべく準備を進めます。

２） ひのき工房、リサイクル事業部の古紙回収有料化が実現し、安定稼働していま

す。お助け隊は、まだ試行錯誤の段階ですが、お庭の剪定、草刈りは、かなり

の経験を積み、お片付、整理、ゴミ出しに引っ越しまで、作業の範囲を拡げな

がら、見積もり、アピール（宣伝による開拓）など検討しています。

３） 東京都の SDGsバッチの受注に向けて検討中ですが、もし受注できれば 1件で

1,000万円のオーダーという、初めての経験で今後の展開が楽しみです。

３． 施設課題の取組み

１）ふきのとう

① 障害福祉事業収入が、生活介護、就労継続 Bの利用者定員によってどうなるかケ

ース毎に精査し、生活介護 20 名が現実的であり、今後具体化に向けて検討して

いく。

② 希望する利用者・家族の意見も参考に聴きながら収支等全て試算してどんな G.H.
にすべきか詳細な検討や家族へのアンケートを実施したが、期待しているとの感

想で、特にＧＨを作ってくれとの意見はなく、以下の課題を継続議論していく。

・障がいの重い人は、ＧＨには入れない。

・最後は、病院に入るか、なくなるまで施設で過ごすことにするのか。

・終の棲家と公言して運営している G.Hもある。

２）ころぽっくる

今の事業運営にあった職員体制に戻し、収支の赤字解消を行い、黒字化に向け

た事業展開の方針について検討を開始した。

３）ひのき工房

社会福祉法人蕗の会 法人本部



  就労支援事業の収入増のため以下の対応を進め収益増となった。

・リサイクル事業の有料回収化

・おたすけ隊の定着化

・イベント中止による売上減対策として遮蔽板など受注生産に注力

４）とぶきふねん

  市職員より「雰囲気が悪い」等の指摘を受け、理事長が毎回出席して職員会議を

開き、スタッフ全員の担当を決め、毎日全員が、一言でも報告する体制にし、報

連相の徹底を図るなどして、改善に向かっている。

５）ぽぷら八王子

メンバー支援体制の確立と採用定着のための施設長業務に専念しできるように

職長の育成も行ったが、生産増もありまだ達成できていない。

継続して、職員やメンバーの採用・育成を進め、施設長業務に時間がとれるよう

にしていく。

４． 職員の労働条件の改善

１） 毎年２％以上の賃金改善をしていますが、まだまだです。今後も改善するため

に何をすべきか各施設に対して具体的に示していきます。

２） 国の“働き方改革”に対応するため、正規・有期フルタイム、有期短時間、

障がいのある職員、嘱託職員、それぞれの職務内容、職務権限、勤務条件等が比

較できる一覧表をひのき工房、ひのき職員をモデルに作成し検討を行い、現状は

法的には問題のないレベルであることを確認しました。今後は、未作成の職務記

述書等の作成を行い、給与体系の見直しを進めて行きます。

５． 職員研修

１）次を担う中堅職員研修に力を入れ、外部講師による研修も行うことが出来た。

２）「チームＯＪＴ」の理解を広めるため、３施設で進めてきた OJTの成果報告会を

行った。一部で「職員間のチームワークが改善された」とのうれしい報告も聞か

れた。  

６． 施設環境整備

今年は、コロナで委員による巡回は中止し、各施設からの報告レポートをまとめて

配布した。

７．地域貢献

１）昨年も台風、集中豪雨により全国各地で大きな被害が発生し、無傷だった私達は

   御見舞の寄附を募り多くの皆さんの協力で、175,861円集まりました。

２）子ども食堂も食事会を中止し、途中から食材配布に切り替えましたが、参加した

多くの主婦に配布出来ました。

８．法人設立 20周年に向けての記念誌作成

  記念誌の作成を進め、形にすることが出来た。今後は、更に、内容を精査しながら

完成を目指して編纂を進めて行きます。

９．コロナ下でネックとなる本部と施設間業務のマニュアル化を行いました。

  特に、給与、会計業務や本部と施設間で必要な作業や知識のマニュアル化を進めた。

・財務会計運用・決算仕訳マニュアル
・給与の運用マニュアル

・本部年間業務マニュアル等



２０２０年度  ふきのとう事業報告

社会福祉法人 蕗の会 ふきのとう
施設長 清水潤児

Ⅰ．利用者支援
今年度はコロナ感染者を出さないことを第一に考えて運営・活動しました。それと同

時にふきのとうの方針「社会参加の場」「居場所」「楽しく過ごせる場所」も継続し、コ
ロナ禍でも閉所することなく利用者の方々が安心して通所できる施設づくりを目指して
きました。

私たちの強みの一つにチームワークがあります。利用者・家族・職員が一体となり、
協力し感染予防に向け取り組みました。マスク着用、食事中の決まりなど皆でルールを
守りました。コロナ禍で私たちのポテンシャルが発揮できたのは新しい発見でありまし
た。行事や出店などイベントが中止になり売り上げは減りましたが、その分じっくり作
業に向き合うことができ、今までやったことのない作業にチャレンジできました。座席
配置などの変更から利用者同士、新しい関係性を築くことができそれが楽しさに繋がり
ました。結果、縮小休み以外は例年通り休みなく通所されました。

縮小開所など、ふきのとうに関わる全員の協力のもと感染者を出すことなく、コロナ
禍の今年度を乗り越えましたことは、職員にとっても大きな自信となりました。時には
職員間で意見の相違もありましたが、１つずつ話し合いで解決していきました。職員は
感染症に関しての知識を深め環境整備、利用者対応に活かしました。

   法人内研修では、職員として組織の中での役割を再認識しＯＪＴの実践報告を行い、
より良い施設づくりに繋げました。ＷＥＢ研修では、職員各々が自主的に弱点強化に取
り組みました。市の主催する虐待防止研修はコロナ禍でグループワークは中止したもの
の、全職員がレポートを作成しました。

   ご家族の高齢化への対応としてグループホームに関する調査を行いました。市内のグ
ループホームを見学し、実際の運営、経営について学びました。利用者・ご家族には
「今後の在宅生活などに関する意向調査」を行い、「入所施設に関する情報の有無、将
来望む暮らし方など」を伺いました。
集計結果をまとめ利用者・ご家族に配布しました。

１）生活支援
感染対策の中にあっては施設と家庭の生活でも応用できる支援を心掛けました。その

中で施設ならではのできることを提供し、「感染しない」「感染防止」に重点をおき、
より生活の質が向上していくよう皆で支援をしてきました。食事や排泄の支援、バイ
タル測定、リハビリ訓練、整容などで生活の質を高めてきました。適宜ケース会議を
開き利用者の心身の状況変化を把握し、支援の方向性を検討、情報を共有し現場での



統一した支援にフィードバックしました。
  クラブ活動ではハンドベルクラブは年度当初は見合わせていましたが、間隔を保ち

ながら縮小で再開しました。外部での公演はなくなるも常に新しい曲に挑戦していま
す。利用者の方々は音楽療法を兼ねての活動にポテンシャルを発揮しています。絵画
クラブは、作成した作品を他施設などに飾り社会との関りを深めています。引き続き
型に捉われず自分の感性を出し自己表現をしています。ふきのとうカレンダーも作成
し利用者・職員に配布し皆で喜びました。

  行事は相次いで中止になりましたが、施設内で３密にならないイベントなどを実施
しました。

２）就労支援
個人に合わせた作業を目指しました。作業が日常生活の動作向上（食事・整容等）

に結び付くことを意識し、各個人に合わせた作業を模索しました。作業工程を複数の
利用者でシェアし、思いやりやチームワークを育みました。
近隣や利用者のリサイクル回収を行いました。近隣の方で活動に賛同して下さる方が
１軒増えました。

Ⅱ．木工事業
出店等が中止になり店頭販売がなくなりましたが、木工受注では、はちベビギフト、

おもちゃ美術館、KURUMIRU を中心に例年と変わりなく注文がありました。

Ⅲ．地域との交流
コロナ禍で地域の行事等が中止になる中、リサイクル活動や畑の会は中止せず近隣の
方々との交流は継続しました。

Ⅳ．研修・職員ミーティング
  ・法人内研修～「リーダー・中堅研修」参加職員３名、「ＯＪＴ研修リモート報告会」

参加職員 3 名、「ＷＥＢ研修」参加職員 10 名
  ・法人外研修～市が主催する虐待防止研修（１回目.全職員参加、２回目.３名参加）

「日中事業所連絡会全体会」参加職員 1 名、「サービス管理責任者
更新研修」参加職員１名

  ・職員ミーティング～「毎日の朝礼（情報共有）」、「送迎・清掃後に１日のケース検討
会議」、「週１回の定例会議」

Ⅴ．防火・防災対策
  年に２回（9 月火災・３月地震）、消防署と連携し避難訓練を実施しました。

災害時必要な物品（救急バック、簡易担架）の整備と食糧備蓄を確保し、非常災害
対策計画を作成しました。



事業
　　　　　　　月
項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年合計

21 18 22 21 17 20 22 19 20 17 18 23 238

定員 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

契約者数 6 6 6 6 5 5 5 5 5 5 5 5

延べ利用者数 43 37 36 59 45 52 63 62 58 45 57 77 634

1日平均利用者数 2.0 2.1 1.6 2.8 2.6 2.6 2.9 3.3 2.9 2.6 3.2 3.3 2.7

利用率（％） 20% 21% 16% 28% 26% 26% 29% 33% 29% 26% 32% 33% 27%

定員 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

契約者数 13 13 13 13 14 14 14 14 14 14 14 14

延べ利用者数 205 157 203 194 162 201 221 185 198 165 173 224 2288

1日平均利用者数 9.8 8.7 9.2 9.2 9.5 10.1 10.0 9.7 9.9 9.7 9.6 9.7 9.6

利用率（％） 81% 73% 77% 77% 79% 84% 84% 81% 83% 81% 80% 81% 80%

①給付費収入 （円）

　　　　　　　月
事業 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年合計

就労B 532,070 329,522 81,288 500,731 273,776 110,056 543,404 371,330 110,291 538,872 350,632 172,777 3,914,749

生活介護 2,477,218 2,207,488 3,158,109 2,449,593 2,161,722 2,798,349 2,277,237 2,956,222 3,035,743 1,539,347 2,589,761 3,381,139 31,031,928

合計 3,009,288 2,537,010 3,239,397 2,950,324 2,435,498 2,908,405 2,820,641 3,327,552 3,146,034 2,078,219 2,940,393 3,553,916 34,946,677

今年度予算対比率（％）
(  36,500,000- )

99% 83% 107% 97% 80% 96% 93% 109% 103% 68% 97% 117% 95%

昨年度 3,809,169 3,712,715 3,434,073 3,920,163 3,142,499 3,647,663 3,565,289 3,074,341 3,067,565 2,930,406 3,361,474 2,832,663 40,498,020

昨年度実績対比率（％） 79% 68% 94% 75% 78% 80% 79% 108% 103% 71% 87% 125% 86%

就労B 532,070 861,592 942,880 1,443,611 1,717,387 1,827,443 2,370,847 2,742,177 2,852,468 3,391,340 3,741,972 3,914,749 3,914,749

生活介護 2,477,218 4,684,706 7,842,815 10,292,408 12,454,130 15,252,479 17,529,716 20,485,938 23,521,681 25,061,028 27,650,789 31,031,928 31,031,928

合計 3,009,288 5,546,298 8,785,695 11,736,019 14,171,517 17,079,922 19,900,563 23,228,115 26,374,149 28,452,368 31,392,761 34,946,677 34,946,677

今年度予算対比率（％）
(  36,500,000- )

99% 91% 96% 96% 93% 94% 93% 95% 96% 94% 94% 96% 96%

昨年度 3,809,169 7,521,884 10,955,957 14,876,120 18,018,619 21,666,282 25,231,571 28,305,912 31,373,477 34,303,883 37,665,357 40,498,020 40,498,020

昨年度実績対比率（％） 79% 74% 80% 79% 79% 79% 79% 82% 84% 83% 83% 86% 86%

 ２０２０年度　ふきのとう事業報告

１　  利用状況

　　開所日数（日）

就
労
B

生
活
介
護

２.　　　月次決算

当
月

累
計



②当期（月）収支決算 （円）

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年合計

就労支援事業収入 154,486 108,772 50,093 39,522 46,305 75,644 95,494 65,266 120,096 84,052 125,311 114,696 1,079,737

　　　〃 　　　　支出 119,455 81,914 95,291 100,521 93,626 112,068 142,285 118,003 131,275 105,645 109,054 146,185 1,355,322

　　 〃 　　収支差額 35,031 26,858 ▲ 45,198 ▲ 60,999 ▲ 47,321 ▲ 36,424 ▲ 46,791 ▲ 52,737 ▲ 11,179 ▲ 21,593 16,257 ▲ 31,489 ▲ 275,585

福祉事業他収入 3,702,835 3,232,118 4,011,397 2,698,324 2,891,826 3,365,269 3,811,565 3,856,378 3,615,689 2,541,848 3,514,643 3,890,216 41,132,108

　　　〃 　　　　支出 2,958,921 2,384,108 4,225,006 2,903,490 2,426,059 2,768,421 3,156,923 2,774,953 5,840,603 2,498,265 2,894,107 4,497,562 39,328,418

　　 〃 　　収支差額 743,914 848,010 ▲ 213,609 ▲ 205,166 465,767 596,848 654,642 1,081,425 ▲ 2,224,914 43,583 620,536 ▲ 607,346 1,803,690

収支差額合計 778,945 874,868 ▲ 258,807 ▲ 266,165 418,446 560,424 607,851 1,028,688 ▲ 2,236,093 21,990 636,793 ▲ 638,835 1,528,105

就労支援事業収入差額 35,031 61,889 16,691 ▲ 44,308 ▲ 91,629 ▲ 128,053 ▲ 174,844 ▲ 227,581 ▲ 238,760 ▲ 260,353 ▲ 244,096 ▲ 307,074 ▲ 307,074

福祉事業他収支差額 743,914 1,591,924 1,378,315 1,173,149 1,638,916 2,235,764 2,890,406 3,971,831 1,746,917 1,790,500 2,411,036 1,803,690 1,803,690

収支差額 778,945 1,653,813 1,395,006 1,128,841 1,547,287 2,107,711 2,715,562 3,744,250 1,508,157 1,530,147 2,166,940 1,528,105 1,528,105

③生産活動収支 （円）

　　　　　　　月
科目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年合計

木工 146,878 68,850 47,200 33,040 38,320 68,300 90,580 59,830 115,690 78,200 75,780 108,984 931,652

リサイクル 37,135 40,935 78,070

その他 7,608 2,787 2,893 6,482 7,985 7,344 4,914 5,436 4,406 5,852 8,596 5,712 70,015

収入合計 154,486 108,772 50,093 39,522 46,305 75,644 95,494 65,266 120,096 84,052 125,311 114,696 1,079,737

工賃 95,856 76,175 90,591 100,521 87,046 105,735 122,635 112,363 113,755 95,055 97,672 136,973 1,234,377

諸経費他 23,599 5,739 4,700 6,580 6,333 19,650 5,640 17,520 10,590 11,382 9,212 120,945

支出合計 119,455 81,914 95,291 100,521 93,626 112,068 142,285 118,003 131,275 105,645 109,054 146,185 1,355,322

35,031 26,858 ▲ 45,198 ▲ 60,999 ▲ 47,321 ▲ 36,424 ▲ 46,791 ▲ 52,737 ▲ 11,179 ▲ 21,593 16,257 ▲ 31,489 ▲ 275,585

収入合計 74,792 88,003 124,664 147,428 69,217 170,429 105,670 187,112 135,238 32,582 78,564 209,852 1,423,551

支出合計 147,235 151,175 178,273 151,810 125,943 133,945 136,652 131,542 120,110 107,325 109,869 114,514 1,608,393

＜職員体制＞

累
計

当
月

収
入

支
出

収支差額

前

年

度

施設長

（介護福祉士・・４名、社会福祉士・・１名、保育士・・２名、看護師・・１名）

職業指導員

看護師

学生アルバイト

１名

１名

１名

支援員

事務員

１名

８名

１名



２０２０年度 ころぽっくる 事業報告書

運 営 法 人
社会福祉法人 蕗の会

理事長 岩澤 六夫

事 業 名

障害児通所事業

  （１）放課後等デイサービス

地域生活支援事業

（１） 認定短期入所事業

（２） 日中一時支援事業

定 員

（１）放課後等デーサービス １０人

（２）認定短期入所事業    ４人

（３）日中一時支援事業    ６人

施 設 長 秦 淳一郎

職 員 数 施設長（１） 常勤職員（１） 非常勤職員（１４）

＜１＞．事業実績報告

① 放課後等デイサービス

月 ４月 ５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

合計

回数 159 147 186 179 119 167 180 166 156 144 150 187 1,940

人数 24 24 24 24 25 26 26 26 26 26 26 27 304

年間給付費収入：19,361,080 円

② 認定短期入所事業（八王子市在住の方を対象とする）  月当たりの支給量 ５日／月

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

日数 24 20 28 34 28 36 32 28 30 22 26 29 337

人数 11 7 9 12 10 11 10 9 10 8 9 9 115

年間委託料収入：3,504,984 円

③ 日中一時支援事業（八王子市在住の方を対象とする）月当たり支給量５６時間

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

時間 １６９ ２０５ ２２５ ２４２ １８４ ２２５ ２３６ ２０４ １９７ ２０８ １９８ ２１２ ２７６０

回数 ５２ ６０ ６９ ７０ ５４ ６６ ６８ ５９ ５７ ５７ ５７ ６２ ７３１

人数 １５ １２ １２ １５ １４ １４ １４ １６ １４ １３ １３ １４ １６６

年間委託料収入：3,123,800 円

＜２＞．活動内容報告

１． 活動内容・・～放課後等デイサービス～

・今年度のスタートは緊急事態宣言下中という状況ではありましたが、第１に安全に、第２に楽しくを柱

にとりくんでいきました。とりくみの基本の流れは変わりありませんが、今まではおやつ後は音楽活動

という流れでした。今年度はおやつ後にミニゲームを行い、その後に音楽活動という形に変えることで

ミニゲームでの盛り上がりや躍動感がそのまま音楽活動につながり、より能動的な音楽活動に変化して

いきました。そして、今年度の特徴として、高学年（中高生）を中心に司会進行からおやつ準備、造形活

動用ファイルの配布～回収と高学年が主体となって生活を作っていくようにしていくことで子どもたち

自身が受け身ではなく、主体的に見通しを持って動くことにつながり、また、子どもたちどうしの関わ

りも増えていき、その中で互いを知ること、そして相手にあわせて動く力も身につけていきました。も

う一つはコロナ対応として、手洗いの徹底やマスクの着用を少しづつアプローチしていく中、夏にはみ

んなマスクをつけてのおでかけもできるようになりました。子どもたちはできる力をしっかりともって

います。その力をどのように引き出すかがいかに大事かを感じた１年でもありました。



２．活動内容 ～日中一時支援・認定短期入所～

・日中一時、認定短期入所についても前半期はコロナ不安によるお休みの方もいましたが、定期的に利用

されている方は基本、通常通りの御利用をされました。一人ひとりころぽっくるにきて楽しみにしてい

る活動は様々で、カラオケだったり、DVDだったり、絵を描いたり、コラージュをしたり、職員との会

話であったり、時には身体をまったりと休める場であったりと各々が自己の世界を楽しむ姿がありまし

た。また、他者との関係も深まり、時には、自分の好きなことを相手が嫌なことについては、少し我慢し

たりする姿や今まで声をあまり出さなかった方がしっかりと声を出して歌を歌うようになったり、場面

の切り替えが難しかった方がこちら側のアプローチによりスムーズに切り替えることができたりと継続

的に関わる中で生まれた変化も見られました。

＜３＞．運営面について

１．職員研修

①＜外部研修・見学＞

・障害者虐待防止WEB研修（市福祉課）

・こぱん見学

・いちょう工房見学

・第２高尾青年の家見学

＊今年度、施設外研修により新たな見識を学び、様々な研修を通す中でそれぞれが自らの振り返り

に多く繋げることができた研修となりました。

②＜内部研修＞

・法人研修の実施

・業務ミィーティングの実施

・放課後デイ職員会議の実施

・WEB研修の実施

＊利用者のケース報告や実技演習を行い、業務の確認など情報の共有を図りました。

２．地域との連携及び交流

① 関係機関との懇談・連携

・八王子市障害者地域自立支援協議会子ども部会・・施設長出席

・なみき福祉会 相談支援スペース「ゆめ」懇談

  ・八王子子ども家庭支援センター懇談

  ・武蔵野会 相談支援事業所「もなか」懇談

② 地域交流

今年度はコロナ禍のため、様々な地域のイベントが中止となり参加することができませんでした。

また、年間通じて、送迎ボランティア（１名）の方にご協力を頂きました。

３．おたよりの発行

＜ころぽっくるだより＞

① 夏休み期間の８月を除き、年１１回発行しました。

② 利用者さんの「ある日のひとこま」を継続的に掲載していきました。

③ 今年は保護者の声を「ある日のひとこま」特別編として掲載しました。



＜放課後デイころぽっくるだより＞

殿入中央公園、高尾５９９ミュージアム、磯沼牧場へのおでかけから夏の水遊びの様子、室内集団

あそびでの盛り上がりの様子（ミニゲーム、歌あそび、造形等）、避難訓練の様子、中高生の姿を見て

あこがれる小学生の姿、成長していく子どもたちの様子をおたよりを通して毎月伝えていきました。

  

４．環境衛生及び整備

① 建物・設備の点検を行い、安全な環境を作るよう心がけました。

② 東京都共同募金会（B配分）を通して、室内保育活動用備品の整備を行いました。

５．防災対策

① 定期的に防災機器や避難路の点検を実施しました。

② 避難訓練を実施し、児童、利用者と共に地震発生時の初動動作の確認と実際に一時避難場所までの

集団での移動を行いました。

６．ヒヤリハット・事故報告

①ヒヤリ件数

４月・・１件 ５月・・３件 ６月・・５件 ７月・・１件 ８月・・５件 ９月・・５件

１０月・・７件 １１月・・１０件 １２月・・６件 １月・・２件 ２月・・５件 ３月・・６件

＊職員一人ひとりが現場での気づきをヒヤリ報告にあげるという意識も高まり、「心地良く、安全に

楽しく過ごせるためには」を第一に、安全で楽しい施設づくりができつつあります。

②事故件数・・０件

＜４＞．まとめ
・２０２０年度は、コロナ禍のスタートとなり、放課後デイ児童は学校がほぼお休みのため、基本家庭

へのお迎え、日中利用の方は作業所をお休みすることとなり、ころぽっくるの利用をお休みされる人

も多く、通常メンバーが顔を揃えるようになったのは６月ぐらいからでした。２０２０年度はお祭り

等のイベントが軒並み中止となる中、少しでも生活が楽しくなるようにと放課後デイ、日中共に季節

感を感じれるようなカキ氷作りやヨーヨー作り、キーホルダー作りを取り入れたり、放課後デイでは

当番活動（役割）を取り入れ、子どもたちが自主性と見通しを持って活動ができる生活づくりへ変化

していきました。コロナ禍での新たな生活様式に慣れることから始まり、当初、マスクは難しいであ

ろうと思っていた利用者も習慣化し、マスクをしっかりとつけることができる姿や手洗い、手指消毒

も上手に行えるようになり、日々の積み重ねと今回の生活様式への変化への対応力には目を見張るも

のがありました。また、放課後デイにおいては、支援学校から支援学級、学年は小１から高校３年生

までと受け入れ幅はありますが、上の子が下の子を支えるといった場面、下の子は上の子の姿を真似

て学んでいく場面と異年齢で生活するからこその良さが２０２０年度もよく見えた年でありました。

・職員教育においては年間チーム OJTを基本にしつつ、法人内研修、施設外研修により新たな見識を学

び、施設内では、消防訓練、虐待防止研修等を実施してきました。様々な研修を通す中でそれぞれが

自らの振り返りに多く繋げることができた研修となりました。

・関係機関の連携については、利用者の状況を家庭支援センター、支援学校、支援学級、相談支援事業

所、作業所と共有し、市内の児童福祉課題については、八王子地域自立支援協議会子ども部会におい

て共有をしていきました。

＊資金収支については、決算書よりご確認をお願いいたします。



2020 年度 事業報告

社会福祉法人 蕗の会 ぽぷら八王子

1、2020 年度 総括

①2020 年度、ぽぷら八王子は 5 周年を迎えることができました。コロナウイルス感染拡大

防止の為、5 周年記念行事は全員で、おいしい昼食を戴くことだけになりました。昼食もお弁

当を取り寄せて、工場の食堂で戴きました。理事長のお話や開所から利用しているメンバーさ

ん、スタッフの話などを聞きながら、楽しく過ごすことができました。

  ②また、今年度はコロナ禍の一言に尽きますが、ぽぷら八王子からは一人の感染者も出すこ

となく、運営できたことはとても良かったと思います。

  ③生産面での目標は、一日の目標が 39000 個、月目標が 780000 個、良品効率が 99％以上

というものでした。上半期はコロナ禍の影響もあり、生産数の月平均は 763000 個でした。生

産する製品も普段とは異なる製品であったり、ずっと生産して来たアイテムが工程の中に組み

込まれてこない状況でした。それでも、エフピコ様からの受注があったことはとてもありがた

いことだったと思います。下半期になり、平常通りの製品が入るようになり生産数も伸びてい

きました。10 月には、87 万個を生産し過去最多の生産数を上げることができました。また、

1、2 月は恵方巻や、ひな祭りの製品の生産で、忙しい月となりました。そして 3 月には、22
日稼働で 925960 個の生産数を上げることができました。下半期の平均生産数は 87 万個でし

た。１年間の平均は約 791000 個になり、目標を達成することができました。良品効率では 2
月を除く 11 ヶ月で 99％以上を達成することができました。昨年に比べると、安定した生産を

続け、飛躍の見られる 1 年でした。反省すべき点としては、3 月に別注品で生産している製品

で、クレームを出してしまった事です。糊が糸状になって製品についてしまっているものを出

荷してしまいました。このクレームを受けて、メンバー、スタッフ全員で、もう一度検品を見

直し、統一した検品ができるように練習を行いました。

  ④2020 年度は精神面で障害のあるメンバーが休みなく続けることが難しいと感じた 1 年で

した。昨年度から休みが多くなっている 1 名以外にも、一人暮らしを始めて、通所できなくな

ってしまった方、体調不良を訴えて、休みや遅刻が多くなってしまった方がいて、結局は続け

ることが難しくなってしまいました。実習を希望する方の中にも精神障害の方が多く来られま

すが、体調を管理し通所を続けることが条件となるぽぷら八王子の仕事はあまり向いていない

のかもしれないと思われます。10 月、B 型では休みの多い方が 1 名いて、実質は 5 名で仕事

をしている状況になってしまい、人手不足を痛感しました。そのような中で、2 月に B 型から

1 名 A 型に移行することができ、3 月にも 1 名、Ａ型の利用者が増え、登録者は 8 名になりま

した。B 型では 4 月からお休みしていたメンバーが 9 月に復帰しました。3 月には 8 名の登録

になりました。

  

＜利用状況＞

  就労日数 240 日 （2020 年 3 月）

項目 就労Ａ 就労Ｂ 合計

定員（人） 10 10 20
契約者数 8 8 16



年間延べ利用者数 1,325 1,735 3,060
1 日平均利用者数（人） 5.5 7.2 12.75
利用率（％） 55 72 63.8

＜職員体制＞

常勤職員 施設長・サービス管理者 1 名

職業指導員・生活支援員 6 名

非常勤職員 生活支援員 1 名

事務員・送迎職員 3 名

2、生産状況

生産活動 （毎月の出荷数と売上）

   4 月 5 月 6 月 7 月

出荷数 816,165 個 701,065 個 819,750 個 755,880 個

売上 2,962,679 円 2,544,866 円 2,975,693 円 2,743,844 円

8 月 9 月 10 月 11 月

出荷数 711,450 個 773,540 個 870,250 個 772,555 個

売上 2,582,564 円 2,807,950 円 3,159,008 円 2,804,375 円

12 月 1 月 2 月 3 月 合計

出荷数 778,575 個 802,365 個 772,625 個 925,960 個 9,500,180 個

売上 2,826,227 円 2,912,585 円 2,804,629 円 3,361,235 円 34,484,998 円

     総括で報告した通り、一年を通して安定した生産をすることができました。

3、フロアホッケーと余暇活動と地域交流

  フロアホッケーの練習は行いませんでした。また、大会も殆んどのものが中止となりまし

た。

  余暇活動としては、12 月 1 日に 5 周年を迎えた日に、食堂で、理事長を迎えておいしい昼

食を戴きました。八王子で生産したものではありませんでしたが、エフピコのウッド製品に入

ったお弁当を全員で戴きました。また、3 月 3 日のひな祭りでは、ぽぷら八王子で作った八角

形のお弁当箱に入っているちらし寿司とから揚げ、豚汁を皆で戴きました。

  地域交流もできませんでしたが、ひのき工房から、クッキーとパウンドケーキの販売に来て

いただきました。メンバーさんもスタッフも楽しんで購入ができました。

４、安全衛生と健康管理

①災害・事故はない 1 年でした。

今年度もスタッフ、メンバーはヒヤリハット報告を行い、災害に対して意識付けをしてきまし

た。危険に対しても各自が少しでも予測できるように考える習慣を身に付ける危険予知とレーニ

ングも行いました。また、安全衛生会議を月一回行い、スタッフが安全パトロール結果を報告

し、他工場・他施設での災害報告も受けながら、一人ひとりが安全や衛生について常に考えてい

くようにしてきました。



   ② 健康管理としては年一回の健康診断の実施と、インフルエンザの時期には全員に予防接種を

行いました。2020 年度も昨年同様コロナウイルス感染防止の為、朝、入場時、昼、退勤時に検温

を実施し、手洗い、手指のアルコール消毒の徹底、できる限りの換気を行いました。また、メン

（この報告書を作成している 5 月上旬現在感染者はいません）

③2020 年度も八王子配送センターとの合同での避難訓練 2 回に参加しました。また、消火器訓

練・消火用のホースにて実際に放水の訓練にも参加しました。メンバーが進んで参加することが

できました。

  

2020 年度 見学者一覧

月日 見学者 人数

4/10 実習希望者・支援員 2
4/16 実習希望者・支援員 2
4/23 実習希望者・支援員 3
6/5 実習希望者・支援員 2
6/11 実習希望者 1
6/23 実習希望者 1
6/25 実習希望者・支援員 2

7/3 瑞穂町障害者就労支援センター戸村様 1
7/3 実習希望者 1
7/10 八王子福祉作業所志賀様 1
7/17 実習希望者 1
7/30 実習希望者 3
8/6 八王子特別支援学校高等部保護者・生徒 2
8/17 実習希望者 1
8/25 瑞穂町障害者就労支援センター戸村様 1
9/4 実習希望者 1
9/14 実習希望者 1
9/15 実習希望者 1
9/16 実習希望者 1
10/2 実習希望者 1
10/9 実習希望者 1
10/14 実習希望者 1
10/30 南大沢学園進路指導部教員 1
11/25 実習希望者 1
11/27 実習希望者 1
12/3 あきる野市障害者就労支援センター「あすく」眞宮様 3
12/8 実習希望者 1
12/10 実習希望者 1
12/17 あきる野学園インターシップ希望者・教員 2



1/7 実習希望者 1
1/8 実習希望者 1
1/8 あきる野市障害者就労支援センター「あすく」飯塚様 2
1/19 NPO 法人わかくさ福祉会障害者就業生活支援センター

タラント北原様・実習希望者

2

2/5 あきる野市障害者就労支援センター「あすく」

眞宮様・飯塚様

2

2/16 南大沢学園生徒・教員 2
2/18 実習希望者 1
2/22 実習希望者 1
3/1 あきる野学園教員（進路指導） 1
3/3 実習希望者 1
3/10 あきる野学園教員（担任） 1
3/25 実習希望者 1































2020 年度 事業報告

社会福祉法人 蕗の会 とぶきふねん

１． 受託業務を質、作業効率共に１００％完遂する。

１）受託業務の質、作業効率を向上させる
作業の効率と質（異物混入の防止）の向上のため、全体会議や昼礼時に時間を割い
て話し合いを重ねました。作業に慣れている複数の人にそれぞれがどのような作
業の進め方をしているかを話してもらうと共に、各自がそれを基に色々な方法で
作業を試してみて自分に合った効率と質の両立が出来る方法を考えるように伝え
ました。
年末、年始等繁忙期の対策（人員配置、必要物品の準備）を事前に計画・準備し
年末は計画通りに処理できました。しかし年始早々のコロナ緊急事態宣言が出さ
れたため、手選別ラインの稼働時間が延長された結果、有害ごみの分別に多くの人
員を割くことができなくなり、有害ごみ（特に電池）の仕分け作業に大きな影響が
出ています。残業や休日出勤により極力受託業務の完遂を試みていますが、疲労な
どの蓄積が今後に与える影響は少なくないものと考えます。
〈OJT の実践〉
知的障害のあるメンバー1 名に対し職員 2 名が担当して OJT による職業指導を行
いました。作業を理解し覚えるのに時間がかかるだけでなく、確認作業や状況判断
などまだまだ身につけなくてはならないスキルは多いですが、本人も真面目に取
り組んでいます。

２）異物混入クレームとその対策
① スプレー缶のフレコンバック及びライターのドラム缶内に乾電池などの異物

が混入しているとのクレームが 3回ほどありました。発火性の高いリチウムポ
リマー電池が混入していたことがその大きな理由と思われます。スプレー缶と
乾電池に関しては、全員集めてどのような時に異物混入が起こりやすいかを話
し合い、異物混入しないよう注意を呼び掛けました。

② ライターに関しては、従来混入して良いとされていた電子ライターを分別して
欲しいとの依頼がありました。これも電子ライターに内蔵されているリチウム
ポリマー電池が発火の可能性があることが原因とのことです。ガスライターと
電子ライターの外見上の違いを全員に説明し混入を防止すると共に、ドラム缶
に投入する人を作業になれた人に限定し、二重チェックを行うことにより混入
をなくすようにしました。

③ 蛍光管（割れ管）のドラム缶にビニールや瓶のキャップが混入しているとのク



レームが 1回ありました。これは床に落ちた割れ管を箒で掃いて割れ管の箱に
入れていたことが原因の一つと考えられるため、また床に落ち箒で集めた割れ
管は可燃ごみとして処理し、塵などが混入しないようにしたうえ、割れ管をド
ラム缶に投入する人を限定して異物の混入を極力排するようにしました。

④ 処理磁性に入れられていた未使用の燻煙剤がコンテナ内で発煙したとの報告
がありました。未使用品と使用済み品との区別を瞬時にするのが難しい場合も
あることから、燻煙剤は全て可燃ごみとして対処していくことを市の了承を得
たうえで決定しました。

２． 労災ゼロ・コロナ感染者ゼロの実現

１）安全衛生推進委員会
① 安全衛生推進委員会 10 回開催

稼働停止日に開催しました。コロナ感染防止のため、緊急事態宣言下の期間は
晴れた日に外でソーシャルディスタンスを保ちながらの開催としました。

② ヒヤリハット 59件
（2019年 10 件）

③ 労災ゼロ継続中
昨年度に引き続き本年度も労災ゼロを達成出来ました。

２） コロナ対策について
① 下記の期間、基礎疾患のある方を自宅待機としました。

2020年 4 月 8 日～5月 8 日
メンバー3名、高齢のスタッフ 2名
2021年 1 月 11 日～ メンバー1名
（基礎疾患のあるＳさんに関しては、自家用車による出勤のため感染リスクは
低いと考え自宅待機としませんでした。その代わりに他のメンバーや職員との
接触を避けるため、休憩時間や昼食は独自の時間帯で取れるようにしてもらい
ました。）

② 時差出勤および時差退勤を行いました。
自動車、バイク、自転車、徒歩通勤の人は通常通りの出勤に、バス等公共交通
機関を利用の人は交通機関の込み具合を基に、状況に応じて 1時間遅い出勤な
どの対応をしました。

③ 手洗い、うがい、マスク着用の励行、次亜塩素酸水による手すり及びドアノブ
の消毒、マスクは使い捨ての不織布マスクを毎日一人当たり 2枚ずつ支給、石
鹸による手洗いのほか、消毒用アルコールを各部屋の入り口などに設置し消
毒の励行も行いました。設置台は佐久間さんに依頼して作ってもらいました。



安全衛生推進委員会で度々コロナ対策について話し合いを持ち、コロナ対策の
意識付けを行いました。

④ オゾン発生器を食堂及び休憩室に設置しました。
⑤ 食堂、喫煙所、休憩室では席を一つずつ空けて座るようにし、3密にならない

ようにしました。
⑥ 食堂と事務室のテーブル上にアクリル板を設置し、飛沫拡散の防止に努めまし

た。
おかげで感染ゼロを達成しました。

３． とぶきふねんで働く皆にとってより良い就労の場を作ろう

１）職員会議
① 16 回開催（議事録 14 回）
② 職員の担当業務、支援担当を決めて実施

２）報連相
代理人による日報の他に、職員間の報連相を図るための日報を本部へも毎日 FAX
にて送信（11 月 16 日より）することにしました。

３）メンバー支援
① メンバー支援担当（メインとサブ）を決め、メンバーそれぞれの雇用支援計画

を策定しました。
② 職員会議にてメンバーの状況の報告が行われるようになったため、職員の意識

がメンバーの体調などに向けられやすくなりました。また、担当でないメンバ
ーの状況も報告されるため、担当者が見ていないメンバーの状況なども把握し
やすくなり支援がしやすくなりました。

③ 障がいのある方にとってより良い就労の場を創る
一昨年から行っているメンバーミーティングや全体会議、あるいは個別面談に
よりメンバーが働きやすい職場をつくれるように努めてきました。ただ昨年度
より一生懸命働き本人の希望もあったことからフルタイムでの勤務となった
メンバーが折からのコロナ緊急事態宣言による自粛生活による精神的な疲れ
や人手不足による疲労の蓄積などにより結果的にひのき工房へ転籍となって
しまいました。またメンバーをサポートすべき立場にある職員が初夏あたりか
ら特定のメンバーとの間で些細なトラブルを抱えるようになり、秋ごろにはそ
れまで雰囲気が良いと市や他の業者から言われていた「とぶきふねん」の雰囲
気に影を落とすようになりました。そこで理事長の出席のもと職員会議などを
開き改善を図りましたが、年末年始から休みがちになり、元の状態に戻れるに
はまだ時間がかかりそうです。


